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リレーエッセイ 第一位は「石山秋月」

人文・社会科学担当　

水本　邦彦 先生

　日本文化論という講義科目のなかで、「近江八景」を
取り上げることにしている。近江八景とは、安土桃山・
江戸時代初期の公家・近衛信尹（このえのぶただ、
1565 ～ 1614）が選定したといわれる滋賀県湖西・
湖南地域の名勝地八カ所のことである。北から左廻り
に並べると「比良暮雪」「堅田落雁」「唐崎夜雨」「三井
晩鐘」「粟津晴嵐」「瀬田夕照」「石山秋月」「矢橋帰
帆」。
　近江の歴史文化を紹介するのに格好の題材であり、
また、このモデルが中国洞庭湖付近の「瀟湘（しょうしょ
う）八景」であることから、中国人留学生にも伝えたい
話題である。ただし、他県からの学生はさておき、滋
賀県出身の学生でさえ、この八景についてはほとんど
が知らないと答える。現代の若者と伝統文化との断絶
を示す良い事例でもあるが、それゆえにというか、逆に、
紹介のし甲斐あるテーマともなっている。
　さて、学生諸君が特に関心を示すのは、浮世絵画
家の安藤（歌川）広重が描いた八景の風景版画であ
る。多数ある広重のこのシリーズの中で一番の傑作と
される保永堂・永久堂板、通称「横板八景」をスライド
で紹介していくと、皆かなり集中してくれる。一例として

「瀬田夕照」を眺めてみよう。画面は左手前から右上に

向かう瀬田唐橋で二分される。左手には北に広がる琵
琶湖と、多数の帆船。右手奥には近江富士（三上山）
が黒く霞む。空はオレンジ色の夕焼けだ。画面左上の
小枠には八景選者・近衛信尹の和歌が添えられる。
　「露しぐれ　守山遠く過ぎ来つつ　夕日のわたる　
瀬田の長橋」
　風光明媚な景色を選ぶ、その地を歌に詠む、また
絵画として描写する。人間の文化的営為の好例であろ
う。ゆっくり説明していると、あっという間に時間が過ぎ
てしまう。
　講義の最後に、出席調べを兼ねて、八景から気に
入った一景を選んでもらうことにしている。広重の描き
方によるところが大きいが、人気順位は昨年度・今年
度とも「石山秋月」が断然トップで、「比良暮雪」がこれ
に続く。ちなみに広重「横板八景」の「石山秋月」はこ
んな図柄である。画面左半分に、伽藍山と山内に点
在する石山寺堂社を墨絵調で描き、右面には手前に
門前町と瀬田川、上部に瀬田唐橋や湖西の山 を々遠
望する。そして、青みがかった空から大きな白い月がこ
の風景を冴え冴えと照らす。
　「バイオ大の学生はかなりのロマンチスト」。アンケー
ト結果に基づいた私の仮説である。

一般・推薦の願書配布中！
　2011年度第9期生募集が、10月のAO（実験･実習型）入試・
指定校特別推薦入試を皮切りにスタートします。　本学のAO入試

（定員14名）は、試験教科学力のみの選考ではなく、生物・化学・
情報分野からの実習やレポート作成、個人面接を通じて生命科学
分野への強い関心と入学後の高い学習意欲・適正を審査していく
ものです。指定校特別推薦入試（定員24名）については、滋賀
県下高校を中心に、本学が出願条件とする成績基準をクリアーし
た生徒を高校から推薦していただき、最終本学での個人面接で判
定を行なうものです。いずれも選抜のための教科試験を課していま
せんが、一般入試で入学した学生以上に就学意欲をもった学生
が入学してくれています。
　さて、本格的な入試スタートとなる一般公募制推薦入試（定員
53名）は、11月27日（土）と28日（日）に実施します。 募集定
員との関係でアニマルバイオサイエンス学科、バイオサイエン
ス学科、コンピュータバイオサイエンス学科の順に倍率差が出
ますが、学科間併願、複数日程併願をしてもらえれば本学へ
の合格可能性をより高めることができます。また、推薦結果に
ついては、一般入試の動向を知る上で重要な指標となります。
一般入試を受験するみなさんは、ホームページで公開される推
薦結果を確認してほしいと思います。
　年明けからの一般入試は、右表の日程で前期Ａ（前期Ａプ

2011 年度入試の動向

ラスセンター 1）・前期Ｂ（前期Ｂプラスセンター 1）・中期（中期プ
ラスセンター 2）・後期とセンター利用前期Ａ方式・前期Ｂ方式、
センター利用中期で計4回の本学独自試験実施と10方式での合
否判定を行います。
　この間の各種模試志望動向では、農・生物系統の人気継続と
安全な受験志向から、本学一般入試の志望者数は、センター試
験結果を利用した入試とあわせて、前年より増加しています。志
願倍率としては前年よりやや高くなるものと思われます。
　本学受験を考えるみなさんは、引き続き学習計画に基づき受験
教科とマークセンス対策をしっかり行い、出願の際は検定料減免
制度を利用し、「受験型」や「複数学科」「複数日程・方式」での併
願で合格可能性が高くなる受験をしてください。

入試方式 出願期間 試験日 発表日
公募制推薦①トータル・ポイント､ 専門・総合①

11/2 ～ 11/23
11/27

12/8
公募制推薦②トータル・ポイント､ 専門・総合② 11/28
前期Ａ・前期Ａプラスセンター 1 1/4 ～ 1/18 1/23

2/12
前期Ｂ・前期Ｂプラスセンター 1 1/4 ～ 2/1 2/ 6
中期 ・中期プラスセンター 2（特別奨学生選抜） 1/4 ～ 2/16 2/20 2/25
後期 2/15 ～ 3/1 3/ 5 3/15
センター利用前期Ａ方式 1/4 ～ 1/14 独自試験なし

2/12
センター利用前期Ｂ方式（特別奨学生選抜） 1/4 ～ 2/1 独自試験なし 
センター利用中期（特別奨学生選抜） 1/4 ～ 2/16 独自試験なし 2/25

特集　発展する本学の国際交流

2010年 8月8日　調印式に参加した三大学の代表団

石山秋月（保永堂板）
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本
学
と
滋
賀
医
科
大
学
、
中
国
・
東
北
大
学
の
間
で
、
日
本
は
も
と
よ
り
世
界
的
に
も
画
期
的
な「
バ

イ
オ
医
療
学
」の
創
出
と
人
材
育
成
を
目
標
に
し
た「
国
際
三
大
学
間
学
術
交
流
協
定
」を
締
結
す
る
な

ど
、
本
学
の
国
際
交
流
活
動
は
新
た
な
段
階
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
企
画
は
、
本
学
の
交
際
交
流
活
動
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

特
集
企
画
　
進
展
す
る
本
学
の
国
際
交
流
活
動

画
期
的
な
三
大
学
の
国
際
学
術
交

流
協
定
を
調
印

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど

も
視
野
に

　

本
学
と
滋
賀
医
科
大
学
、中
国
・
東
北
大
学
、は
、

8
月
8
日
に
本
学
に
て
、
国
際
三
大
学
間
学
術
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、東
北
大
学
の
バ
イ
オ
医
療
情
報
、

滋
賀
医
科
大
学
の
臨
床
医
学
と
医
科
学
研
究
、
そ

し
て
本
学
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
バ
イ
オ
イ

ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分

野
を
融
合
さ
せ
、
予
防
医
学
の
確
立
な
ど
に
貢
献

す
る「
バ
イ
オ
医
療
学
」と
い
う
新
し
い
学
問
領
域

　

今
回
締
結
し
た
学
術
協
定
は
包
括
的
な
も
の
で

あ
り
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か

ら
の
三
大
学
の
協
議
で
具
体
化
が
図
ら
れ
ま
す

が
、
大
き
な
柱
は
人
的
交
流
と
学
術
交
流
と
な
り

ま
す
。

　

学
生
と
教
職
員
の
交
流
で
は
、
本
学
と
東
北
大

学
で
実
施
し
て
い
る「
3
+
1
方
式
」の
留
学
を
、

本
学
の
修
士
課
程
、
滋
賀
医
科
大
学
の
博
士
課
程

の
進
学
へ
と
進
め
、
一
貫
し
た
人
材
育
成
を
図
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
滋
賀
医
科

調印式での三大学代表者のコメント

姜　茂発
東北大学副学長

下西　康嗣
長浜バイオ大学学長

服部　隆則
滋賀医科大学副学長

　東北大学、滋賀医科大学の副学長
先生とともに、三大学間の包括的な協
力協定に署名させていただき、協定が
締結され、大変喜ばしく存じます。
　長浜バイオ大学は、これまで両大学
と個別に包括協定を締結させていただ
き、教員交流や学生交流、また相互の
教員同士間で研究セミナー、大学院生
への講義などを通じて、互いに信頼関
係を醸成してきたのではないかと思って
おります。
　利他的行為や平和的な個人関係の
科学的解明を行ったアメリカの心理学
者ポール・エクマンが、「他者への信頼
は必要なばかりでなく、人生を生き易
くする」と言っています。彼の言葉では
ありませんが、この何年かの三大学の
教員とそれぞれの相手の大学の教員と
の信頼の構築が、三大学間の教員・学
生の相互交流を行い易くしつつあるの
ではないかと考えております。
　この機会に、東北大学、滋賀医科
大学の一層の発展、そして三大学の相
互の協力関係が進展することを期待し
ております。

　2010 年 8 月 8 日、滋賀医科大学、
長浜バイオ大学、東北大学で協力協定
の調印式を行い、三大学の国際交流
の新しいページができました。中国では

「８」という数字は非常に縁起の良い
数字で、ふたつの８が並ぶ記念すべき
日に、協定締結ができたことを嬉しく
思い、また三大学がより一層の発展を
していくものと信じています。
　1998 年 に 東 北 大 学 の 学 内 ベ ン
チャー企業として誕生した「ニューソフ
ト」は、ソフト開発のほか、教育産業
や医療診断技術の開発にも力を入れ、
現在は CT スキャンや MRI などを世界
各国に輸出するなど、世界に羽ばたい
ています。
　この国境を越えた協定の調印によ
り、医療・バイオ・情報が一つになって、

「バイオ医療学」という新しい学問領域
を形成し、またそれを活用する人材を
育成することが、私たちの共通の使命
だと考えています。三大学が手を組ん
で、着実にこの使命を推進することで、
私たちの夢を実現し、さらなる美しい
夢を創り上げていくことになるでしょう。
今後とも、どうぞよろしくお願いいたし
ます。

　長浜バイオ大学とは、文部科学省
戦略的大学連携支援事業として、平成
20年より連携事業を通して交流を深め
てまいりました。また東北大学には、2
度訪問させていただき、包括的な交流
協定はすでに締結しておりますが、今
回はこの三大学間での調印に至り、非
常に喜んでおります。
　滋賀医科大学は開学 36 年目を迎
え、教職員一同が力を合わせ、地域医
療や世界に発信できるような研究を目
指して、日夜努力しているところでござ
います。最近では、全国の国立大学の
中で医師の国家試験合格率が全国 1
位、教育・研究面を含めて国立大学で
2 位という成績をおさめることができま
した。これも教職員が努力した結果の
表れだと思うと同時に、今後もますま
す努力していかなければいけないと考え
ております。
　分子神経科学研究センター長の遠
山育夫教授においては、バイオ医療の
分野で先陣を切ってご指導いただいて
おり、今後大学としても第一線を支援・
強化し、この三大学の交流がますます
深まることを祈念しております。

特集企画／進展する本学の国際交流

の
創
出
と
人
材
育
成
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

中
国
と
日
本
の
大
学
間
で
こ
の
よ
う
な
三
大
学

に
よ
る
学
術
協
定
の
締
結
は
、
全
国
的
に
も
珍
し

く
画
期
的
な
も
の
と
言
え
ま
す
。

　

 

調
印
式
で
は
三
大
学
の
代
表
が
協
定
書
に
署

名
し
、
協
定
の
意
義
と
今
後
の
取
り
組
み
へ
の
各

大
学
か
ら
の
期
待
を
そ
れ
ぞ
れ
表
明
し
ま
し
た
。

　

 

今
後
は
こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
、
三
大
学
間

で
の
教
職
員
と
学
生
の
人
的
交
流
、
共
通
す
る
研

究
領
域
で
の
共
同
研
究
な
ど
の
学
術
交
流
の
具

体
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
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調
印
式
に
は
本
学
か
ら
、
下
西
学
長
と
と
も

に
吉
田
保
理
事
長
、
三
輪
正
直
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン

ス
学
部
長
、
池
村
淑
道
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ

イ
エ
ン
ス
学
科
長
、
若
林
浩
文
事
務
局
長
が
参
加

し
ま
し
た
。

大
学
で
は
4
回
生
が
夏
期
休
暇
を
活
用
し
海
外

研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
研
修
先
と
し
て

東
北
大
学
を
考
え
て
い
ま
す
。
本
学
で
も
こ
の
よ

う
な
学
生
交
流
の
具
体
化
を
図
る
と
と
も
に
、
東

北
大
学
へ
の
留
学
も
具
体
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

共
同
研
究
に
つ
い
て
は
、
研
究
領
域
の
共
通

テ
ー
マ
を
設
定
し
着
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
既
に
脳
の
三
次
元
立
体
構
造
を
本
学

で
作
成
し
滋
賀
医
科
大
学
で
活
用
し
て
い
ま
す

が
、
こ
う
し
た
教
材
づ
く
り
も
発
展
さ
せ
て
い
く

計
画
で
す
。

　

ま
た
、
三
大
学
間
の
協
定
締
結
を
記
念
し
た
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
も
計
画
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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本学の国際交流活動の特徴とこれからの展望

特集企画／進展する本学の国際交流

吉田保理事長に聞く
　滋賀医科大学とともに東北大学との三大学間学術協定が締結され、本学の国際交流活動も新たな段階へと進み
ました。これを機に、本学の国際交流活動の特徴とこれからの展望を吉田保理事長に伺いました。

　

本
学
の
国
際
交
流
活
動
の
特
色
は
、

バ
イ
オ
分
野
の
知
的
集
積
が
急
速
に
進

む
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
、
バ
イ
オ
の

教
育
・
研
究
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
大
学

と
の
間
で
、
個
別
の
大
学
間
交
流
に
と

ど
ま
ら
な
い
、
東
ア
ジ
ア
の
経
済
・
文

化
交
流
の
推
進
を
目
指
す
「
ア
ジ
ア
大

学
間
バ
イ
オ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
形
成

を
目
的
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
。
当
面
は
こ
の
構
想
を
提
唱
し
た
本

学
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
た
め
の

ハ
ブ
と
し
て
の
役
割
を
担
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
韓
国
の
釜
慶
大
学

校
、
釜
山
大
学
校
と
行
っ
て
い
る
学
生

間
の
交
流
事
業
を
始
め
、
教
員
に
よ
る

研
究
交
流
や
共
同
研
究
は
、
世
界
に
通

用
す
る
高
度
な
バ
イ
オ
人
材
の
育
成
に

役
立
つ
事
業
と
し
て
成
果
を
あ
げ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
中
国
・
東
北
大
学
と
の
三
大

　

本
学
は
開
学
8
年
目
を
迎
え
た
新

設
大
学
で
あ
り
、
本
格
的
な
交
流
協
定

の
締
結
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い
う
の
が

現
状
で
す
。
既
に
交
流
協
定
を
結
ん
で

い
る
大
学
は
、
前
述
し
た
中
国
・
東
北

大
学
、
韓
国
・
釜
慶
大
学
校
、
釜
山
大

学
校
の
他
に
、
国
立
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大

学
、
タ
イ
・
カ
セ
サ
ー
ト
大
学
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
協
定
を
結
ぶ
ま
で
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
中
国
の
清
華
大

学
、
復
旦
大
学
等
と
も
交
流
を
始
め
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
交
流
の
中
か
ら
、
多
様
な

交
換
留
学
方
式
に
よ
る
学
生
交
流
が
始

ま
り
、
本
年
9
月
か
ら
い
よ
い
よ
本

格
化
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
一
つ
と
し
て
中
国
・
東
北
大
学
と
の

間
で
昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
3
＋

1
方
式
」
に
よ
る
留
学
生
も
増
え
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
東
北
大

学
か
ら
は
、
本
学
と
合
弁
で
文
化
・
言

語
系
の
大
学
を
京
都
に
開
設
し
ま
せ
ん

か
と
い
う
お
誘
い
も
受
け
て
い
ま
す
。

　

大
学
院
生
を
含
む
学
生
間
の
交
流
や

学
間
の
学
術
協
定
の
締
結
、
加
え
て
中

国
医
科
大
学
と
の
交
流
を
め
ざ
す
取
り

組
み
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
の
実
現
を
着
実
に

す
す
め
て
い
ま
す
。

ユ
ニ
ー
ク
な「
ア
ジ
ア
大
学
間

バ
イ
オ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」構
想

本
学
の
国
際
交
流
活
動
の

今
日
的
な
到
達
点

国
際
的
大
学
間
連
携
で
拓
く

学
生
の
可
能
性

滋
賀
医
科
大
学
と
と
も
に
、

東
北
大
学
、
中
国
医
科
大
学
を
訪
問

東
北
大
学
中
日
文
化
比
較
研
究
所
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加

　

三
大
学
間
学
術
協
定
の
調
印
に
先
立

つ
6
月
2
日
と
3
日
、
本
学
と
滋
賀
医

科
大
学
の
代
表
団
が
、
東
北
大
学
と
中

国
医
科
大
学
を
訪
問
し
ま
し
た
。
本
学

か
ら
は
吉
田
保
理
事
長
、
三
輪
正
直
学

部
長
、
池
村
淑
道
学
科
長
、
大
島
一
彦

准
教
授
、
若
林
浩
文
事
務
局
長
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

2
日
に
訪
れ
た
東
北
大
学
で
は
、
姜

副
学
長
ら
の
出
迎
え
を
受
け
て
和
や
か

に
懇
談
し
た
後
、
三
大
学
間
で
調
印
す

る
学
術
協
定
の
内
容
や
、
バ
イ
オ
医
療

学
な
ど
の
分
野
で
教
育
・
研
究
の
交
流

を
図
る
こ
と
な
ど
を
協
議
し
合
意
し
ま

し
た
。
合
意
し
た
内
容
に
つ
い
て
は
、

本
年
8
月
に
日
本
で
協
定
調
印
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
外
国
語
学

院
を
訪
ね
、
王
秋
菊
副
院
長
ら
と
、
本

学
に
留
学
す
る
東
北
大
学
の
学
生
に
対

し
て
の
日
本
語
の
特
別
研
修
計
画
の
具

体
化
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

3
日
に
は
本
学
と
し
て
は
初
め
て
中

国
医
科
大
学
を
訪
問
し
、
趙
群
学
長
と

会
談
し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
今
後
、

長
浜
バ
イ
オ
大
学
、
滋
賀
医
科
大
学
、

東
北
大
学
、
中
国
医
科
大
学
の
四
大
学

に
よ
る
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
新

し
い
タ
イ
プ
の
交
流
を
促
進
し
て
い
く

こ
と
で
意
見
が
一
致
し
ま
し
た
。ま
た
、

滋
賀
医
科
大
学
か
ら
は
、
新
し
い
留
学

制
度
の
馬
場
プ
ラ
ン
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　

中
国
・
東
北
大
学
の
中
日
比
較
文
化

研
究
所
は
、
9
月
8
日
か
ら
3
日
間
、

中
日
文
化
比
較
研
究
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
遼
寧
省
瀋
陽
市
の
東
北
大
学
で
開

催
、
本
学
か
ら
吉
田
保
理
事
長
が
、
本

学
評
議
員
で
京
都
府
立
総
合
資
料
館
館

長
の
井
口
和

起
先
生
（
前

京
都
府
立
大

学
学
長
）
と

と
も
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
、

2
年
前
に
続

い
て
2
回
目

の
開
催
で
、

今
回
も
引
き
続
き
「
融
合
・
共
生
・
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
、

日
中
両
国
の
研
究
者
な
ど
約
1
5
0

人
が
、
基
調
講
演
を
受
け
て
「
日
本
文

学
・
比
較
文
学
・
日
本
語
学
」
と
「
哲

学
・
文
化
」
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
熱

心
に
討
論
し
ま
し
た
。
報
告
や
討
論
で

は
、
科
学
技
術
の
発
展
に
照
応
す
る
人

文
科
学
の
重
要
さ
が
一
様
に
強
調
さ
れ

た
の
が
、
今
回
の
特
徴
で
し
た
。

　

研
究
所
の
顧
問
で
も
あ
る
吉
田
理
事

長
は
、
初
日
に
開
催
さ
れ
た
歓
迎
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
で
挨
拶
。
こ
の
中
で
、
上
海

で
開
か
れ
て
い
る
万
国
博
覧
会
を
引
き

合
い
に
、「
産
業
・
経
済
と
科
学
技
術

の
発
展
が
平
和
で
豊
か
な
、
持
続
可
能

な
人
類
社
会
の
構
築
に
役
立
つ
真
の
文

化
の
革
新
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、『
科

学
技
術
＋
人
文
文
化
』
と
い
う
課
題
の

実
現
を
め
ざ
し
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

中国・東北大学で（6月2日）

中国医科大学での会談（6月2日）

レセプションで挨拶する吉田理事長

張学良揮毫の東北大学正門で
吉田理事長と井口先生

研
究
発
表
は
、
学
生
に
と
っ
て
勉
学
や

研
究
活
動
へ
の
刺
激
と
な
り
、
学
ぶ
意

欲
を
か
き
立
て
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

語
学
力
の
ア
ッ
プ
、
内
向
き
の
姿
勢
を

克
服
し
て
国
際
性
が
身
に
付
く
な
ど
、

世
界
に
通
用
す
る
バ
イ
オ
人
材
の
育
成

に
大
い
に
役
立
つ
の
も
で
す
。

　

本
学
が
毎
年
行
っ
て
き
た
「
日
韓
学

生
交
流
」
は
ま
さ
に
そ
の
役
割
を
果
た

し
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
交
流
を
中

国
の
交
流
大
学
に
も
広
げ
て
い
く
準
備

に
入
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
夏
期
休
暇

な
ど
を
活
用
し
た
短
期
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
な
ど
も
、
双
方
向
で
旺
盛
に
実
施
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
は
共
同
研
究
な
ど
の
教
員
の
研

究
交
流
を
活
発
に
行
う
こ
と
で
、
国
際

交
流
を
多
様
で
中
味
の
あ
る
も
の
に
発

展
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

既
に
中
国
・
清
華
大
学
と
は
、
先
方
か

ら
の
要
請
も
あ
り
本
学
か
ら
教
員
を
研

究
員
と
し
て
派
遣
す
る
相
談
を
始
め
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

膨
大
な
ゲ
ノ
ム
情
報
を
手
に
入
れ
た

今
日
、
バ
イ
オ
研
究
に
と
っ
て
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
は
時
代
の
先
端
を
い

く
科
学
技
術
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
。
本
学
は
小
規
模
の
大
学
で
は
あ

る
け
れ
ど
、「
日
本
で
た
だ
一
つ
の
バ

イ
オ
系
単
科
大
学
」
で
あ
り
、
唯
一
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

を
開
設
し
て
い
る
大
学
で
す
。
こ
れ
ら

の
特
徴
を
活
か
し
た
、
本
学
の
こ
れ
か

ら
の
国
際
交
流
活
動
に
大
き
な
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
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Interview

齊藤　修先生
●分子生物学研究室

齊藤　修　教授
（さいとう・おさむ）

　今回の研究室訪問は、脳と
味覚の情報処理の仕組みの解
明と、カスミサンショウウオ
の生態調査に取り組んでいる
齊藤先生を、分子生物学研究
室に訪ねました。

―
―
分
子
生
物
学
、
神
経
生
物
学
、
生
化
学
が
ご
専

門
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
研
究
で
す
か
？

　

細
胞
の
表
面
に
は
外
部
か
ら
入
っ
て
く
る
様
々
な
刺

激
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
受
容
体
と
い
う
分
子
が
あ
り
、
細

胞
内
に
情
報
が
伝
え
ら
れ
ま
す
。
研
究
室
で
は
、
遺
伝

子
工
学
を
用
い
て
、
脳
神
経
系
と
味
覚
系
の
情
報
処
理

の
仕
組
み
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

脳
関
連
で
は
、
脳
内
の
信
号
調
節
因
子
で
あ
る

R
G
S
8
を
発
見
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
情
報
処
理
を
速

く
す
る
分
子
で
、
神
経
の
細
胞
応
答
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
す
る
機
能
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、

処
理
が
速
く
な
る
こ
と
が
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
な
ど“
記

憶
が
壊
れ
る
”症
状
に
ど
の
程
度
関
わ
っ
て
い
る
の
か
、

そ
の
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
脳
に
関

す
る
病
気
の
解
明
や
、
創
薬
開
発
に
ヒ
ン
ト
を
与
え
る

よ
う
な
分
子
が
見
つ
か
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

味
覚
に
つ
い
て
は
、
味
は
舌
の“
味
ら
い
”と
い
う
場
所

で
感
じ
る
仕
組
み
が
す
で
に
解
明
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
腸
の
培
養
細
胞
を
使
い
、
ま
だ
謎
が
多
い
腸

内
に
お
け
る
食
物
成
分
感
知
の
機
構
に
研
究
を
進
め
た

と
こ
ろ
、
腸
の
細
胞
に
も
味
を
感
じ
る
シ
ス
テ
ム
が
あ

り
、
そ
れ
が
舌
で
感
じ
る
5
基
本
味
す
べ
て
に
反
応
で

き
る
能
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
突
き
止
め
ま
し
た
。

苦
味
と
旨
味
に
つ
い
て
は
、
腸
で
味
を
感
じ
る
の
に
使
っ

て
い
る
遺
伝
子
が
ど
れ
で
あ
る
か
分
か
っ
て
き
ま
し
た
の

で
、
今
後
は
、
残
り
の
甘
味
、
塩
味
、
酸
味
を
感
じ

る
仕
組
み
を
追
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
研
究
室
で
は
、
お
茶
な
ど
に
含
ま
れ
る
カ
テ

キ
ン
＝
渋
味
を
感
じ
る
仕
組
み
が
腸
の
細
胞
に
あ
る
こ

と
も
発
見
し
ま
し
た
。
口
が
渋
味
を
感
じ
る
仕
組
み
は

こ
れ
ま
で
全
く
解
明
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
今
後
は
渋

味
の
原
因
遺
伝
子
の
決
定
に
も
挑
戦
す
る
つ
も
り
で
す
。

―
―
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生
態
調
査
も
行
っ
て
お
ら
れ

ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
研
究
で
す
か
？

　

2
0
0
5
年
の
冬
に
、
偶
然
、
大
学
近
く
の
田
村

山
の
ふ
も
と
の
側
溝
で
、
カ
ス
ミ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
卵

を
見
つ
け
ま
し
た
。
カ
ス
ミ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
滋
賀
県

の
希
少
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
動
物
で
、
近
く

の
似
た
環
境
に
も
ほ
と
ん
ど
発
見
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

保
護
を
目
的
と
し
た
調
査
・
研
究
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

生
育
環
境
と
し
て
滞
留
水
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
の
産
卵
期
を
終
え
た
親
が
水

路
以
外
の
ど
こ
で
生
活
し
て
い
る
の
か
は
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。
更
に
、
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
地
域
集
団

を
保
護
し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
の
遺
伝
的
系
統
を
把

握
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
田
村
山
の
集
団
が
他
の
地

域
の
カ
ス
ミ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
と
遺
伝
的
に
ど
の
く
ら
い

違
っ
た
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
か
、
遺
伝
子
レ
ベ
ル

の
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
ぐ
る
み
の
取

り
組
み
が
重
要
だ
と
考
え
、
地
元
の
小
学
校
と
一
緒
に

保
護
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

―
―
最
後
に
、
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

大
学
時
代
は
、
勉
強
や
研
究
は
も
ち
ろ
ん
、
ク
ラ
ブ

活
動
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
、
興
味
を
持
て
る
対
象
を
見

つ
け
る
時
期
と
言
え
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
興
味
に
対

し
て
、
一
生
懸
命
に
頑
張
っ
て
取
り
組
み
、
苦
労
し
た

経
験
と
、
そ
し
て
そ
の
努
力
が
実
を
結
び
、
評
価
を

受
け
た
と
い
う
、
一
連
の
経
験
を
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
必
ず
や
、
社
会
に
出
た
時
に
何
か
を

や
る
う
え
で
の
大
き
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
か
ら
で

す
。
中
学
や
高
校
で
こ
う
し
た
経
験
を
あ
ま
り
で
き
な

か
っ
た
人
は
、
是
非
今
こ
そ
一
歩
踏
み
出
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
ね
。

研究室訪問●15

　分子生物学的手法を
用いて、脳内信号の調
節機構の解明と、味覚
の情報処理機構の解明
に取り組む。脳関連で
は、脳内の信号調節因
子の RGS8を発見し、神経の細胞応答を顕
著にスピードアップする機能などを研究。味
覚関連では、消化器官の小腸の細胞が味物
質を感じており、舌で感じる 5基本味すべて
に反応できる能力を持っていることを突き止
めた。
　東京大学大学院理学研究科博士課程修了。
アメリカ・バーモント大学医学部、国立精神・
神経センター神経研究所研究員を歴任。東
京都神経科学総合研究所の研究員を経て、
2004年から現職。理学博士（東京大学）。
秋田県秋田市出身。

産官学共同研究・
事業開発センターだより

産
官
学
共
同
研
究
・
事
業
開
発
セ
ン
タ
ー
の
業
務
紹
介
（
2
）

　

前
回
に
引
続
き
、
本
コ
ー
ナ
ー
を
お
借
り
し
て
産
官
学
セ
ン
タ
ー
の
業
務
紹
介
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

今
回
は
、
先
生
方
か
ら
の
お
問
い
合
せ
が
多
い
知
的
財
産
権
関
連
業
務
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

世
界
初
の
研
究
成
果
が
実
証
さ
れ
た

場
合
、
或
い
は
素
晴
ら
し
い
研
究
ア
イ
デ

ア
が
得
ら
れ
た
時
の
喜
び
は
格
別
で
す

が
、
皆
さ
ん
は
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
ま
す
か
？　

一
刻
も
早
く
学
会
や
論
文
で
の
発
表
を
と

お
考
え
の
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？　

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、一
度
「
特

許
出
願
」
の
可
能
性
を
考
え
て
み
て
は

如
何
で
し
ょ
う
か
？

1　

大
学
に
お
け
る
特
許
出
願
の
考
え
方

　

大
学
に
お
け
る
知
的
財
産
権
の
考
え

方
は
2
0
0
4
年
４
月
の
国
立
大
学
の

独
立
法
人
化
を
契
機
に
大
き
く
変
化
し

ま
し
た
。
独
法
化
以
前
、
殆
ど
の
大
学

で
は
先
生
方
の
新
規
知
財
権
取
得
を
そ

れ
ほ
ど
重
視
し
て
お
ら
ず
、
先
生
の
希

望
（
即
ち
、
共
同
研
究
／
委
託
研
究
企

業
の
考
え
）
通
り
の
方
法
で
出
願
手
続

き
な
ど
が
処
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
本
学

は
開
学
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
独
法
化
の
洗

礼
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
先
生
方
の
研

究
成
果
の
う
ち
特
許
出
願
可
能
な
案
件

は
職
務
発
明
と
し
て
大
学
（
法
人
）
が

出
願
権
を
譲
渡
頂
き
、
先
生
方
の
貴
重

な
研
究
業
績
と
し
て
積
極
的
に
評
価
す

る
方
針
を
採
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

特
許
出
願
経
験
の
な
い
先
生
方
は
ご
自

分
の
研
究
成
果
が
発
明
に
該
当
す
る
か

分
か
ら
な
い
と
か
、
出
願
手
続
き
が
煩
雑

そ
う
だ
と
危
惧
さ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
決
し
て
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。
特
許
出
願
ま
で
の
事
務
手
続

き
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

2　

特
許
出
願
の
た
め
の
事
務
手
続
き

　

特
許
を
出
願
す
る
際
の
要
件
は
、
何

と
云
っ
て
も
「
産
業
的
に
用
い
ら
れ
得
る

新
規
で
有
用
な
技
術
」
で
あ
る
こ
と
が

肝
心
で
は
あ
り
ま
す
が
、
出
願
時
点
で
は

産
業
的
利
用
の
可
能
性
が
判
断
し
難
い

発
明
も
ご
ざ
い
ま
す
し
、
先
生
方
の
研
究

業
績
の
側
面
か
ら
の
出
願
意
義
も
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
研
究
成
果
に
何
等
か
の
「
新

規
性
」
や
「
進
歩
性
」
が
認
め
ら
れ
る

と
思
わ
れ
る
場
合
に
は
、
是
非
一
度
、
産

官
学
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
特
許
性
の
確
認

　

発
明
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
研

究
成
果
を
ご
説
明
頂
き
、
特
許
出
願
の

可
能
性
を
確
認
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
発

明
名
称
（
仮
称
）、
発
明
概
要
、
発
明

者
名
、
共
同
研
究
先
の
有
無
お
よ
び
持

分
比
率
等
を
記
載
し
た
『
説
明
資
料
』

は
何
度
か
使
用
し
ま
す
の
で
、
こ
の
段

階
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

②
発
明
先
行
調
査

　

出
願
に
際
し
て
、
類
似
の
特
許
が
既

に
出
願
さ
れ
て
い
る
か
否
か
、
或
い
は
論

文
等
で
公
知
で
は
な
い
か
等
を
調
査
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
Ｊ
Ｓ
Ｔ
に
調
査

を
依
頼
し
ま
す
。
Ｊ
Ｓ
Ｔ
で
は
大
学
の

研
究
成
果
に
つ
い
て
特
許
化
支
援
事
業

を
推
進
中
で
あ
り
、
関
西
事
務
所
（
大

阪
）
に
は
民
間
企
業
の
知
的
財
産
部
門

出
身
者
な
ど
が
専
門
調
査
員
と
し
て
配

置
（
９
名
：
こ
の
内
バ
イ
オ
専
門
家
は

４
名
）
さ
れ
て
お
り
、
来
校
い
た
だ
き
無

料
で
相
談
に
乗
っ
て
下
さ
い
ま
す
。
面
談

後
、
通
常
２
週
間
で
先
行
特
許
の
有
無
、

関
連
文
献
や
学
会
発
表
の
有
無
、
商
用

実
施
の
可
能
性
、
特
許
性
の
有
無
、
補

完
／
補
足
す
べ
き
検
討
事
項
や
デ
ー
タ

な
ど
に
つ
い
て
、
調
査
報
告
書
を
作
成
し

て
い
た
だ
け
ま
す
。
勿
論
、
学
会
発
表

や
論
文
投
稿
の
締
切
日
と
特
許
出
願
期

日
の
関
係
か
ら
先
行
調
査
抜
き
で
特
許

事
務
所
に
相
談
（
有
償
）
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
が
、
特
許
事
務
所
で
は
出
願

ビ
ジ
ネ
ス
を
優
先
し
が
ち
で
あ
り
公
正

な
観
点
か
ら
特
許
性
や
出
願
可
否
を
相

談
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
く
、
注

意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
職
務
発
明
届

　

特
許
出
願
に
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら

出
願
・
維
持
費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、『
長
浜
バ
イ
オ
大
学
発
明
規
程
』

に
従
い
職
務
発
明
届
を
提
出
い
た
だ
き

ま
す
。
発
明
委
員
会
及
び
理
事
会
で
の

承
認
を
必
要
と
し
ま
す
が
、
こ
の
場
合

は
書
類
審
査
の
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

職
務
発
明
と
し
て
の
承
認
が
得
ら
れ
た

場
合
に
は
、
出
願
権
を
大
学
に
譲
渡
い

た
だ
き
特
許
明
細
書
の
作
成
と
出
願
手

続
き
と
を
特
許
事
務
所
に
依
頼
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

④
特
許
出
願

　

特
許
事
務
所
に
出
願
依
頼
を
行
う
場

合
、
弁
理
士
に
来
校
い
た
だ
き
説
明
の

場
を
設
け
ま
す
。
特
許
事
務
所
で
は
特

許
明
細
書
の
作
成
と
出
願
手
続
と
で
、

出
願
ま
で
に
約
２
カ
月
を
必
要
と
し
ま

す
の
で
出
願
の
緊
急
性
な
ど
に
よ
っ
て
は

職
務
発
明
届
の
提
出
と
同
時
に
並
行
し

て
見
込
発
車
す
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。

特
許
明
細
書
は
弁
理
士
が
原
稿
作
成
し

ま
す
が
、
発
明
者
の
方
に
は
内
容
の
確

認
や
校
正
な
ど
で
協
力
い
た
だ
き
ま
す
。

通
常
は
弁
理
士
と
の
メ
ー
ル
連
絡
で
処
理

さ
れ
ま
す
。

⑤
関
連
手
続
き

　

当
該
発
明
が
先
生
の
個
人
発
明
の
場

合
に
は
上
記
手
続
き
の
み
で
特
許
出
願

手
続
が
完
結
し
ま
す
が
、
共
同
研
究
成

果
と
し
て
の
発
明
の
場
合
に
は
、
こ
の
他

に
共
同
研
究
機
関
と
共
同
出
願
契
約
を

締
結
す
る
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の

場
合
に
は
発
明
貢
献
度
に
応
じ
た
共
同

発
明
者
間
で
の
持
分
比
率
の
設
定
な
ど

が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
出
願

費
用
や
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
収
入
な
ど
の
案
分

根
拠
と
な
り
ま
す
。

　

誌
面
の
関
係
で
大
ま
か
に
ご
説
明
い
た

し
ま
し
た
が
、
発
明
者
か
ら
相
談
を
い
た

だ
い
て
か
ら
出
願
ま
で
最
速
で
も
３
～
４

カ
月
は
必
要
と
し
ま
す
の
で
、
発
明
が

完
成
す
る
以
前
で
も
で
き
る
だ
け
早
い

時
点
で
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
、
発
明
に

必
要
な
実
験
デ
ー
タ
の
補
完
な
ど
の
ア
ド

バ
イ
ス
も
含
め
J
S
T
担
当
者
と
協
力

し
て
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

上
記
内
容
で
分
か
り
に
く
い
点
な
ど

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
く
当
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

3　

お
願
い

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
特
許
出
願
を
上
記

手
順
に
て
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
当
セ
ン
タ
ー
業
務
に
ご
理
解
ご

協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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リレーエッセイ 第一位は「石山秋月」

人文・社会科学担当　

水本　邦彦 先生

　日本文化論という講義科目のなかで、「近江八景」を
取り上げることにしている。近江八景とは、安土桃山・
江戸時代初期の公家・近衛信尹（このえのぶただ、
1565 ～ 1614）が選定したといわれる滋賀県湖西・
湖南地域の名勝地八カ所のことである。北から左廻り
に並べると「比良暮雪」「堅田落雁」「唐崎夜雨」「三井
晩鐘」「粟津晴嵐」「瀬田夕照」「石山秋月」「矢橋帰
帆」。
　近江の歴史文化を紹介するのに格好の題材であり、
また、このモデルが中国洞庭湖付近の「瀟湘（しょうしょ
う）八景」であることから、中国人留学生にも伝えたい
話題である。ただし、他県からの学生はさておき、滋
賀県出身の学生でさえ、この八景についてはほとんど
が知らないと答える。現代の若者と伝統文化との断絶
を示す良い事例でもあるが、それゆえにというか、逆に、
紹介のし甲斐あるテーマともなっている。
　さて、学生諸君が特に関心を示すのは、浮世絵画
家の安藤（歌川）広重が描いた八景の風景版画であ
る。多数ある広重のこのシリーズの中で一番の傑作と
される保永堂・永久堂板、通称「横板八景」をスライド
で紹介していくと、皆かなり集中してくれる。一例として

「瀬田夕照」を眺めてみよう。画面は左手前から右上に

向かう瀬田唐橋で二分される。左手には北に広がる琵
琶湖と、多数の帆船。右手奥には近江富士（三上山）
が黒く霞む。空はオレンジ色の夕焼けだ。画面左上の
小枠には八景選者・近衛信尹の和歌が添えられる。
　「露しぐれ　守山遠く過ぎ来つつ　夕日のわたる　
瀬田の長橋」
　風光明媚な景色を選ぶ、その地を歌に詠む、また
絵画として描写する。人間の文化的営為の好例であろ
う。ゆっくり説明していると、あっという間に時間が過ぎ
てしまう。
　講義の最後に、出席調べを兼ねて、八景から気に
入った一景を選んでもらうことにしている。広重の描き
方によるところが大きいが、人気順位は昨年度・今年
度とも「石山秋月」が断然トップで、「比良暮雪」がこれ
に続く。ちなみに広重「横板八景」の「石山秋月」はこ
んな図柄である。画面左半分に、伽藍山と山内に点
在する石山寺堂社を墨絵調で描き、右面には手前に
門前町と瀬田川、上部に瀬田唐橋や湖西の山 を々遠
望する。そして、青みがかった空から大きな白い月がこ
の風景を冴え冴えと照らす。
　「バイオ大の学生はかなりのロマンチスト」。アンケー
ト結果に基づいた私の仮説である。

一般・推薦の願書配布中！
　2011年度第9期生募集が、10月のAO（実験･実習型）入試・
指定校特別推薦入試を皮切りにスタートします。　本学のAO入試

（定員14名）は、試験教科学力のみの選考ではなく、生物・化学・
情報分野からの実習やレポート作成、個人面接を通じて生命科学
分野への強い関心と入学後の高い学習意欲・適正を審査していく
ものです。指定校特別推薦入試（定員24名）については、滋賀
県下高校を中心に、本学が出願条件とする成績基準をクリアーし
た生徒を高校から推薦していただき、最終本学での個人面接で判
定を行なうものです。いずれも選抜のための教科試験を課していま
せんが、一般入試で入学した学生以上に就学意欲をもった学生
が入学してくれています。
　さて、本格的な入試スタートとなる一般公募制推薦入試（定員
53名）は、11月27日（土）と28日（日）に実施します。 募集定
員との関係でアニマルバイオサイエンス学科、バイオサイエン
ス学科、コンピュータバイオサイエンス学科の順に倍率差が出
ますが、学科間併願、複数日程併願をしてもらえれば本学へ
の合格可能性をより高めることができます。また、推薦結果に
ついては、一般入試の動向を知る上で重要な指標となります。
一般入試を受験するみなさんは、ホームページで公開される推
薦結果を確認してほしいと思います。
　年明けからの一般入試は、右表の日程で前期Ａ（前期Ａプ

2011 年度入試の動向

ラスセンター 1）・前期Ｂ（前期Ｂプラスセンター 1）・中期（中期プ
ラスセンター 2）・後期とセンター利用前期Ａ方式・前期Ｂ方式、
センター利用中期で計4回の本学独自試験実施と10方式での合
否判定を行います。
　この間の各種模試志望動向では、農・生物系統の人気継続と
安全な受験志向から、本学一般入試の志望者数は、センター試
験結果を利用した入試とあわせて、前年より増加しています。志
願倍率としては前年よりやや高くなるものと思われます。
　本学受験を考えるみなさんは、引き続き学習計画に基づき受験
教科とマークセンス対策をしっかり行い、出願の際は検定料減免
制度を利用し、「受験型」や「複数学科」「複数日程・方式」での併
願で合格可能性が高くなる受験をしてください。

入試方式 出願期間 試験日 発表日
公募制推薦①トータル・ポイント､ 専門・総合①

11/2 ～ 11/23
11/27

12/8
公募制推薦②トータル・ポイント､ 専門・総合② 11/28
前期Ａ・前期Ａプラスセンター 1 1/4 ～ 1/18 1/23

2/12
前期Ｂ・前期Ｂプラスセンター 1 1/4 ～ 2/1 2/ 6
中期 ・中期プラスセンター 2（特別奨学生選抜） 1/4 ～ 2/16 2/20 2/25
後期 2/15 ～ 3/1 3/ 5 3/15
センター利用前期Ａ方式 1/4 ～ 1/14 独自試験なし

2/12
センター利用前期Ｂ方式（特別奨学生選抜） 1/4 ～ 2/1 独自試験なし 
センター利用中期（特別奨学生選抜） 1/4 ～ 2/16 独自試験なし 2/25

特集　発展する本学の国際交流

2010年 8月8日　調印式に参加した三大学の代表団

石山秋月（保永堂板）


